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 本日は、決算説明会にご参加頂き、誠にありがとうございます。

それでは、２０２０年度第２四半期決算概要について、ご説明申し上げます。
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 最初に決算発表のポイントです。

 ２０２０年度第２四半期は、

売上高は、引き続き減収となりましたが、

オートモーティブ、アプライアンス等の改善により、

第１四半期からの回復が顕著となりました。

 利益は、

売上高が回復する中、固定費水準を維持し、第１四半期から大きく改善、

前年からも増益に転換しました。

 フリーキャッシュフローは、

コロナによる第１四半期のマイナスから、大幅なプラスへ改善しております。

 なお、年間見通しは、全社、セグメントともに変更はありません。

 経営体質強化を加速するとともに、

コロナによる社会変化がもたらす事業機会への取り組みを

推進してまいります。
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 第２四半期の連結業績は、ご覧のとおりです。

 売上高は、１兆６，６７３億円、

非連結化影響や、コロナ影響により、減収、

 調整後営業利益は、

減販影響はありましたが、固定費削減の取り組みが着実に進捗し、増益、

 営業利益・純利益は、

その他損益の良化も加わり、増益となりました。
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 こちらは、売上高の増減要因です。

 全体では、２，８６０億円、１５％の減収、

為替と非連結化影響を除くと、１，５３８億円、８％の減収となりました。

 この内、コロナ影響による減収が、１，５００億円、

その約半分が、アビオニクスを含む

コネクティッドソリューションズの影響となっております。
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 次に、新型コロナウイルス感染拡大後の売上高推移について、

ご説明します。

 左側のグラフは全社の売上高推移を前年比で示したものです。

 全社は、４月からコロナ影響が拡大しましたが、

６月、そして第２四半期は、９０％台まで回復しております。

 また、右側は、セグメント別の売上高推移を示したものです。

特にコロナ影響の大きかったセグメントは、

オートモーティブ、アプライアンス、コネクティッドソリューションズ です。

 オートモーティブは、

４月から５月にかけて、売上高が半減しておりましたが、

顧客の自動車メーカーの生産増加に伴い、急回復しております。

 また、アプライアンスも、５月くらいまで、

外出規制やロックダウン等の影響を大きく受けておりましたが、

制限緩和に伴い、回復傾向が続いております。

 一方、コネクティッドソリューションズは、

アビオニクスが、運航便数激減や、航空機の大幅減産の影響を受けており、

セグメント全体で前年比８割を切る厳しい状況が続いております。
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 次に、営業利益の増減要因です。

 調整後営業利益は、

経営体質強化等の取り組みにより、コロナ影響をカバーし、

９億円の増益となりました。

 中期戦略で掲げております収益改善の取り組みは、

第１四半期に引き続き、着実に進捗しております。

 具体的には、経営体質強化は、１５０億円、

構造的赤字事業への対策は、４０億円の増益効果があり、

 車載事業は、２００億円の収益改善となりました。

 一方、コロナ影響は２５０億円の減益要因となり、

コネクティッドソリューションズの影響が大きくなっております。

 また、コロナの減販影響への対策として、

固定費削減を強化していることもあり、

第２四半期の固定費削減額は、全社で約７００億円となりました。

 その主な内訳を、階段チャートの下に青枠でお示ししております。

 営業利益は、

その他損益の良化も加わり、全体では８９億円の増益となりました。
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 セグメント別の実績はご覧のとおりです。

詳細は、次のページでご説明します。
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 こちらは、セグメント別の増減要因です。

 売上高は、全セグメントで減収、

 調整後営業利益は、
ライフソリューションズ、コネクティッドソリューションズは減益となりましたが、
アプライアンスとオートモーティブはこの第２四半期から増益に転じ、
インダストリアルソリューションズは引き続き増益となりました。

 アプライアンスは、
売上高は、日本を含め市況は回復傾向ですが、コロナ影響により減収、
利益は、コロナによる減販損を、冷蔵庫、欧州の空調等の増販益や、
販売促進費等のコストコントロールでカバーし、増益となりました。

 ライフソリューションズは、
売上高は、空質関連事業は堅調に推移しましたが、住宅新築着工戸数の減少影響等により、減収、
利益は、固定費削減を徹底しましたが、減販損により、減益となりました。

 コネクティッドソリューションズは、
売上高は、中国での実装機販売が好調でしたが、アビオニクスの落ち込みをカバーできず、減収、
利益は、徹底した固定費削減等でコスト改善を図りましたが、大きく減益となりました。

 オートモーティブは、
売上高は、車載電池は増収、車載機器では、注力領域であるIVIは伸長するなど、
商品ポートフォリオの入れ替えは着実に進みましたが、
ディスプレイオーディオ等の販売減が影響し、セグメント全体では若干の減収、
利益は、車載機器の固定費削減、北米車載電池工場の合理化等により増益となりました。
なお、セグメント全体での黒字に加え、円筒形車載電池事業も、全体で黒字を達成しております。
今後も高容量化等をさらに進め、当社の強みを最大限活かし、事業の競争力強化を図ってまいります。

 インダストリアルソリューションズは、
情報通信インフラ向けの販売は引き続き好調でしたが、車載向けの減販が響き、減収、
利益は、減販損はありましたが、固定費削減等でカバーし、増益となりました。

 この結果、全社では、
売上高は、為替や非連結化影響を除く実質ベースで１，５３８億円の大幅減収となりましたが、
調整後営業利益は、９億円の増益、
営業利益は、８９億円の増益を確保しました。
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 次に、フリーキャッシュフローについて、ご説明します。

 フリーキャッシュフローは、

第１四半期は５４２億円のマイナスでしたが、

この第２四半期はプラスに転換し、１，５８１億円へ改善いたしました。

 これは主に、営業キャッシュフローが、

純利益の黒字化と、コロナ影響による一時的な在庫増の解消等で、

大きくプラスになったことが、寄与しております。

 上期累計では、フリーキャッシュフローは１，０３９億円となり、

純利益４８９億円を上回りました。

下期も純利益水準以上のフリーキャッシュフローを目指してまいります。
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 次のページからは、

２０２０年度のコロナ影響と、

重点取り組みに対する進捗について、ご説明します。

9
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 まず、２０２０年度のコロナ影響について、

第１四半期決算発表時点からの変化点を中心に、ご説明します。

 売上高は、

第２四半期、下期ともに事業ごとの強弱はありますが、

全社では、変化はありません。

 セグメント別では、

アプライアンスとオートモーティブは、第２四半期では、想定より早く回復、

一方、コネクティッドソリューションズは、

航空旅客需要が想定よりも悪化しており、第２四半期、下期とも

厳しい状況が見込まれます。

 利益への影響については、

全社では第２四半期は改善、下期は若干の悪化を見込んでおりますが、

年間影響の変更はございません。
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 最後に、第１四半期決算でご説明した、

２０２０年度の重点取り組みの進捗をまとめております。

 まず、中期戦略として掲げた経営体質強化、車載事業の収益改善は、

それぞれ着実に進捗しております。

年間目標を上回る成果を目指し、下期も取り組みを加速してまいります。

 事業ポートフォリオ改革は、

成長に向けた投資、共創による競争力強化、収益性の改善で、

それぞれご覧のような具体的施策を実行しており、

引き続き、具体策の積み上げを図ってまいります。

 また、コロナを踏まえた施策は、

マイナス影響への対策として、全社で固定費削減を徹底しており、

第１四半期、第２四半期ともに、前年から約７００億円ずつ削減しております。

 加えて、特に影響の大きな事業では、構造改革を実施しております。

 事業機会への取り組みも進めており、

次のページで詳細をご説明します。
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 こちらが、

コロナによる社会変化がもたらす事業機会への取り組み、

その具体例となります。

 コロナを機に、

公衆衛生・空調空質に関する需要の高まり、

情報通信インフラへの投資需要拡大、

欧州のグリーンリカバリー政策等の後押しによるＥＶ需要の拡大、

サーバー等の生産設備需要の拡大などが見込まれます。

 当社としても、

公衆衛生・空調空質関連では、

「ナノイーＸ」搭載商品の拡充と訴求強化、またジアイーノの増産対応、

情報通信インフラ関連では、

導電性高分子コンデンサや蓄電システムの供給拡大、

ＥＶ関連では、円筒形車載電池の高容量化、

生産設備関連では、実装機の生産工場のフル稼働など、

 需要が高まる商品の拡充や強化、増産対応等を着実に進めてまいります。
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 ご説明は以上となります。

 ご清聴、ありがとうございました。
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